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時津警察署協議会第３回会議議事概要

日 時 令和４年７月27日（水）13時30分～14時30分

場 所 時津警察署講堂

１ 協議会

原田会長 田口委員 太田尾委員 辻川委員 濵添委員

齋藤委員 糸屋委員 福田委員 平岩委員

出 席 者 ２ 警察署

林田署長 松竹谷警務課長 重松生活安全課長 松尾交通課長

石橋警備課長

３ 書 記

警務係長

１ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について

署長等から、前回協議会における提出意見に対する推進状況につ

いて、次のとおり説明があった。

(1) 災害防止対策の推進について

ア 気象警報発令時における迅速・的確な対応

６月21日、大雨・洪水警報が発令されたが、当署管内におけ

る災害の発生はなし。

イ 住民の防災意識の高揚

５月26日、署長以下６人で管内に所在する災害危険箇所の確

認を実施した。

ウ 広報啓発活動の実施

(ｱ) ミニ広報紙・自治体広報誌による広報

毎月、交番・駐在所が発行しているミニ広報紙及び自治体

の町報に、住民の防災意識の高揚につながる記事を掲載した。

(ｲ) 高齢者への広報活動

６月15日、年金支給日に高齢者に対して災害被害防止チラ

シを配布した。

(ｳ) 警察 SNSへの広報
会議の状況 警察 SNSに危険箇所確認及び災害対策資機材使用訓練の記

事を投稿した。

エ 災害対策資機材の習熟訓練

災害発生時に使用が予想される資機材の点検及び使用方法に

ついて訓練を実施した。

(2) 道路横断時の交通事故防止対策の推進について

ア 街頭監視の強化

道路横断中の交通事故防止及び歩行者保護を目的に幹線道路

などにおいて、街頭監視を強化した。

イ 交通指導取締りの強化

横断歩行者妨害違反や事故に直結する携帯電話使用違反など

の交通指導取締りを強化した。



２ 令和４年４月から６月までの業務推進結果について

署長から、次のとおり説明があった。

(1) 犯罪抑止対策の推進

ア 犯罪なく３ば運動推進モデル事業所の指定

イ 大学における防犯講話の実施

ウ 鍵掛け係任命式の実施

エ ニセ電話詐欺対策の実施

(2) 窃盗犯等捜査の強化推進

ア 窃盗犯等の検挙に向けた捜査の強化

イ 第26回参議院議員通常選挙違反取締りの推進

(3) 新入学期及び大型連休期間における交通事故抑止対策の推進

ア 新入学期における交通安全対策の強化

イ 高齢者の交通事故抑止対策の推進

(4) 災害対策の推進

前回会議の提出意見の推進結果に同じ

３ 業務重点推進計画について

(1) 犯罪の起きにくい社会づくりの推進

少年の非行防止・犯罪被害防止・見守り活動の推進

(2) 地域安全活動の推進

ア 山岳・水難事故防止活動の推進

イ 精霊流し・祭礼行事における雑踏警備の推進

(3) 各種犯罪検挙の強化

窃盗事件をはじめとした各種犯罪検挙活動の推進

(4) 交通事故防止対策の推進

ア 高齢者の交通事故防止対策の推進

イ 各期における交通安全運動の推進

(5) 台風到来期に向けた災害対策の推進

災害発生時における迅速・適格な対応

４ 諮問テーマに対する答申について

署長から、協議会に対して諮問があり、協議会から次のとおり答

申された。

(1) 諮問テーマ

効果的な警察 SNS広報の在り方について
(2) 協議会からの答申

原田会長から協議会委員に対し、次のとおり署長への答申内容

について確認があり、全会一致で了承された。

ア 警察 SNSの周知広報の推進
イ 誰にでもわかりやすい警察 SNS記事の作成

〇 ニセ電話詐欺被害防止対策の推進について

提 出 意 見 ニセ電話詐欺被害が増加傾向にあるので、被害を防止するため関

係機関団体等と連携した各種広報活動や講話を実施し、ニセ電話詐

欺被害防止対策を推進してもらいたい。


